
（1） 令和8年7月吉日 第247号

第247号
第42即応機動連隊

　

連
隊
は
、
令
和
８
年
６
月
10
日
か
ら
15
日

ま
で
の
間
、日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、「
令

和
８
年
度
総
合
戦
闘
射
撃
」
を
実
施
し
た
。

対
着
上
陸
の
場
面
を
想
定
し
、
侵
攻
す
る
敵

の
上
陸
阻
止
か
ら
沿
岸
部
で
の
撃
破
に
係
る

戦
闘
様
相
を一連
の
状
況
下
で
行
い
、
障
害
閉

塞
、
第
一線
救
護
、
車
両
回
収
等
の
戦
闘
行

動
と
連
接
さ
せ
て
連
隊
の
保
有
す
る
火
器
・

火
砲
の
実
弾
射
撃
訓
練
を
昼
夜
間
に
わ
た
り

実
施
し
て
、
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。

　

併
せ
て
、
６
月
14
日
に
募
集
対
象
者
、
防

衛
モニ
タ
ー
、各
種
協
力
団
体
（
約
１
２
０
名
）

を
招
待
し
て
「
総
合
戦
闘
射
撃
見
学
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
16
式
機
動
戦
闘
車
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
火
砲
の
迫
力
あ
る
射
撃
に
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
連
隊
の
高
い
練
度
を
確
認
さ

れ
、
陸
上
自
衛
隊
への
理
解
促
進
及
び
防
衛

環
境
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
６
月
26
日
か
ら
29
日
ま

で
の
間
、
令
和
８
年
度
国
内
に
お
け
る
米
海

兵
隊
と
の
実
動
訓
練
（
レ
ゾ
リ
ュー
ト
・
ド
ラ

ゴ
ン
26
）
に
お
い
て
、「
米
海
兵
隊
と
の
共
同

戦
闘
射
撃
」
を
実
施
し
た
。
戦
闘
様
相
を一

連
の
状
況
下
に
お
い
て
、
昼
夜
間
に
わ
た
り
日

米
共
同
・
連
携
し
た
総
合
的
な
火
力
を
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
日
米
共
同
で
の
火
力
調
整

等
を
実
施
し
、
強
固
な
日
米
連
携
に
基
づ
く

隊
員
相
互
の
理
解
の
深
化
、
絆
の
涵
養
及
び

日
米
共
同
に
係
る
相
互
運
用
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

令和８年度総合戦闘射撃及び日米共同射撃
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部外大会成果（各種集合訓練）

令和８年度第１次連隊訓練検閲（第１中隊・第２中隊）
　

連
隊
は
令
和
８
年
５
月
19
日
（
火
）
か

ら
22
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
霧
島
演
習
場

に
お
い
て
、「
Ｃ
Ｄ
Ｏ
部
隊
防
護
に
任
ず
る

普
通
科
中
隊
の
行
動
」
及
び
「
重
要
防

護
施
設
等
防
護
に
任
ず
る
普
通
科
中
隊

の
行
動
」
を
検
閲
課
目
と
し
、
第一中
隊

及
び
第
二
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　

各
中
隊
の
全
隊
員
が
中
隊
長
要
望
事

項
、
中
隊
の
任
務
及
び
各
人
に
与
え
ら
れ

た
役
割
を
理
解
し
「
任
務
を
達
成
す
る
」

と
い
う
強
い
意
欲
を
持
っ
て
検
閲
に
挑
ん

だ
。

　

本
検
閲
間
、
継
続
的
な
ス
ト
レ
ス
環
境

下
に
お
い
て
疲
労
困
憊
の
中
、
天
候
・
気

象
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
各
中
隊
が
任
務

完
遂
に
向
け
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
隊

員一人一人
が
作
戦
・
戦
闘
の
プ
ロ
と
し
て
、

自
ら
の
知
識・技
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

中
隊一丸
と
な
って
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完

遂
し
た
。

　

連
隊
は
、６
月
12
日（
金
）か
ら
15
日（
月
）ま

で
の
間
、日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
令
和
８

年
度
火
力
支
援
中
隊
実
射
検
閲
を
実
施
し
た
。

　

本
検
閲
は
、総
合
戦
闘
射
撃
と
連
接
し
、火

力
戦
闘
部
隊
と
し
て
適
時
適
切
な
火
力
を
発

揮
し
、第
一
線
部
隊
等
と
密
接
に
連
携
し
て
敵

を
撃
破
し
得
る
能
力
を
保
有
し
て
い
る
か
任
務

遂
行
能
力
を
評
価
し
て
、じ
後
の
進
歩
向
上
を

促
し
た
。

　

各
隊
員
は
、こ
れ
ま
で
の
練
成
成
果
及
び
火

力
戦
闘
部
隊
と
し
て
求
め
ら
れ
る
能
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。

令
和
８
年
度
火
力
支
援
中
隊
実
射
検
閲第５１回全国自衛隊剣道大会

（団　体　第３位）

第４１回全国自衛隊
拳法選手権大会

（ベスト８　敢闘賞）

第４７回全国自衛隊柔道大会
（団体１部　第３位）

第７０回全日本
銃剣道優勝大会
（準優勝）
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１等陸曹
加藤　健

３等陸尉
後藤　和裕

２等陸尉
橋田　龍弥

２等陸尉
桑原　時矢

狙撃班長偵察小隊長対戦車小隊長高射小隊長

◆編成及び任務
　熊本市を警備隊区とし連隊本部班、中隊本部、高射小隊、対戦車小隊、
偵察小隊、狙撃班、通信小隊、施設小隊、補給小隊、衛生小隊からなる約
２００名の隊員で編成され、連隊直轄として連隊本部業務、兵站支援、対
空防護、火力運用、情報活動、狙撃、通信組織の構成、施設作業、補給業
務、傷病者の治療、後送等を行い、連隊長の指揮・統制を補佐する。

衛生小隊長補給小隊長施設小隊長通信小隊長先任上級曹長

中隊長(第５代)

２等陸尉
當山　祈織

１等陸曹
南　義久

１等陸尉
横枕　大輝

２等陸尉
板垣　涼

准陸尉
山中　大樹

１等陸尉
中村　六男
要望事項

【職種のプロたれ】

令
和
８
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程
修
了
式

　

連
隊
は
、４
月
か

ら
６
月
ま
で
の
間
、

民
間
の
企
業
に
対

し
、隊
内
生
活
体
験

支
援
を
実
施
し
た
。

　

体
験
者
に
対
し
、

基
本
教
練
、ロ
ー
プ

結
索
法
、徒
歩
行
進

訓
練
、体
験
搭
乗
等

を
実
施
し
て
、自
衛

隊
への
理
解
促
進
と

信
頼
感
及
び
安
心

感
の
醸
成
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

隊内生活体験支援

　

連
隊
は
、
６
月
27
日
（
土
）
北
熊
本
駐
屯

地
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
自
衛
官
候
補
生

課
程
修
了
式
を
実
施
し
た
。

　

３
月
31
日
（
火
）
に
希
望
と
不
安
を
胸
に

着
隊
し
、
約
３
か
月
間
の
自
衛
官
と
し
て
の
基

礎
と
な
る
教
育
を
受
け
、
そ
の
全
課
目
を
修

了
し
た
。

　

入
隊
当
初
は
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
様

子
で
あ
った
が
、連
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る「
折

れ
な
い
心
」「
同
期
の
絆
」「
安
全
管
理
」
を

胸
に
、
日
々
の
訓
練
に
挑
み
、
同
期
の
皆
で
助

け
合
い
、
絆
を
深
め
な
が
ら
自
衛
官
と
し
て
の

資
質
、
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
励
み
、
心

身
と
も
に
逞
し
く
成
長
を
遂
げ
た
。

　
７
月
１
日
付
け
で
２
等
陸
士
に
任
命
さ
れ
る

若
き
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
教
育
担
任

部
隊
へ
配
属
さ
れ
た
。

部　隊　紹　介
第４２即応機動連隊本部管理中隊

中隊シンボルマーク
【片鎌槍】
・加藤清正の愛槍、武の象徴であり抑止力をイメージ

【蛇の目紋】
・加藤家の家紋、諸職種混成の繋がりの輪（和）

【月桂樹】
・勝利、栄光、輝かしい将来の象徴
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本
部
管
理
中
隊

　
　

吉
田
２
曹　
　

奈
禅
く
ん

　
　

橋
倉
３
曹　
　

長
門
く
ん

　
　

上
床
３
曹　
　

葵
唯
さ
ん

　
　

大
山
３
曹　
　

祈
季
さ
ん

第
１
中
隊

　
　

坂
田
３
曹　
　

愛
稀
く
ん

　
　

金
芳
士
長　
　

心
陽
さ
ん

第
２
中
隊

　
　

島
巻
曹
長　
　

和
真
く
ん

第
３
中
隊

　
　

宮
本
３
曹　
　

琉
生
く
ん

　
　

吉
田
３
曹　
　

梨
真
さ
ん

火
力
支
援
中
隊

　
　

近
藤
２
曹　
　

由
依
さ
ん

　
　

稲
村
３
曹　

仁
菜
乃
さ
ん

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

冷
水
３
曹　
　
　

碧
さ
ん

　
　

南
３
曹　
　
　

結
葵
さ
ん

本
部
管
理
中
隊

　
　

東
３
曹　
　
　

瑠
来
さ
ん

　
　

山
本
３
曹　
　

彩
佳
さ
ん

第
１
中
隊

　
　

吉
田
３
尉　
　

瑞
月
さ
ん

　
　

濱
田
３
曹　
　

七
海
さ
ん

第
２
中
隊

　
　

砂
坂
士
長　
　
　

魁
さ
ん

　
　

藤
田
士
長　

れ
い
ら
さ
ん

　
　

井
上
士
長　
　

陽
菜
さ
ん

第
３
中
隊

　
　

茨
木
士
長　
　
　

麗
さ
ん

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

西
橋
３
曹　
　

美
月
さ
ん

Happy WeddingHappy Wedding

８．４．４付
第１中隊
准陸尉
藤河　浩道

８．５．１４付
機戦付隊
３等陸佐
徳田　堤

８．５．３０付
第２中隊
准陸尉

林田　光太郎

８．４．２４付
第３中隊
３等陸尉
安達　隆宏

８．５．２６付
火力支援中隊
１等陸尉
上田　隆博

　

大
矢
野
原
演
習
場
整
備
隊（
第
42
即
応
機
動
連

隊
基
幹
）は
、４
月
６
日（
月
）か
ら
10
日（
金
）ま
で

の
間
、大
矢
野
原
演
習
場
に
お
い
て
、第
12
普
通
科

連
隊
、第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
、第
８
後
方
支

援
連
隊
、第
８
施
設
大
隊
、第
８
通
信
大
隊
、第
８

高
射
特
科
大
隊
、第
８
特
殊
武
器
防
護
隊
及
び
北

熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
所
要
の
配
属
を
受
け
、

第
１
次
教
育
訓
練
基
盤
構
築
を
実
施
し
た
。

　

本
基
盤
構
築
で
は
、師
団
の
大
矢
野
原
演
習
場

運
用・訓
練
構
想
及
び
中・長
期
整
備
に
基
づ
き
、

中
隊
規
模
の
諸
職
種
協
同
訓
練
及
び
総
合
戦
闘

射
撃
が
実
施
で
き
る
教
育
訓
練
基
盤
を
構
築
し
た
。

　

こ
の
際
、作
業
工
程
及
び
隊
力
を
効
率
化
し
効

果
的
な
基
盤
整
備
を
実
施
し
た
。

　

連
隊
は
、熊
本
市
が
実
施
す
る
防
災

会
議
及
び
防
災
訓
練
に
参
加
し
、防
災

計
画
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
防
災
関
係
機
関
と
相
互
協
議
を
行
う

と
同
時
に
実
践
的
な
連
携
訓
練
を
実
施

し
、関
係
機
関
と
の
防
災
に
関
す
る
連
携

の
強
化
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
部

内
外
行
事
に
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
区
担
当
中

隊
を
も
っ
て
参
加
し
、自
治
体
と
の
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
住
民
に
対

す
る
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
及
び
募
集

拡
大
に
寄
与
し
た
。

　

連
隊
は
、令
和
８
年
５
月
22
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
の
間
、佐
多
射
場
に
お

い
て
情
報
と
火
力
の
組
織
化
ル
ー
テ
ィ

ン
訓
練
を
実
施
し
て
、洋
上
移
動
目
標

に
対
す
る
各
情
報
観
測
機
関
の
観
測

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、新
規

装
備
品
の
早
期
戦
力
化
を
図
っ
た
。

　

連
隊
は
、４
月
13
日（
月
）～
15

日（
水
）ま
で
の
間
、連
隊
携
帯
Ｓ

Ａ
Ｍ
集
合
訓
練
を
実
施
し
、対
空

火
器
手
と
し
て
必
要
な
知
識
及

び
技
能
を
付
与
し
、連
隊
と
し
て

必
要
な
対
空
戦
闘
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

電子版
おたけび

こちらからごらん
いただけます

令和８年度第１次教育訓練基盤構築令和８年度対海上迫撃砲
及びりゅう弾砲射撃訓練

携帯SAM集合訓練

定年退官者紹介

防災会議・防災訓練部内外行事支援（装備品展示）


